実技課題
実技課題
「被覆アーク溶接によるJIS溶接技能者評価試験用治具製作」

	1　作業時間

　　300分（休憩時間、作業準備時間除く）

　2　配布資料

（1） 課題図１　部品図（Ａ３）

（2） 課題図２　組立図（Ａ３）

（3） 課題図３　溶接指示書（Ａ３）

（4） 作業工程計画書（Ａ３）

（5） 評価要領（Ａ４）

（6） 別添１　作業工程計画書解答例（Ａ４）
（7） 別添２　部品加工評価基準（Ａ４）

（8） 別添３　組立評価基準（Ａ４）
（9） 別添４　製品評価基準（Ａ４）
（10） 訓練課題確認シート（Ａ４）

  （注）別添１～４の資料については該当作業の完了報告を受けてから配布する
　3　課題作成、提出方法

　　・　個人で作業すること

· 各作業が終了した時点で、その旨を指導員に報告し、配布される用紙に測定・検査および採点をし、指導員の確認を受けること
· 課題終了後、製作した課題と配布資料を提出すること



１　課題名　：被覆アーク溶接によるJIS溶接技能者評価試験用治具製作作業
２　 作業時間

	№
	作業内容
	標準時間
	打ち切り時間
	採点資料

	１
	工程計画作成
	３０分
	６０分
	別添１

	２
	材料加工
	２１０分
	３００分
	別添２

	３
	仮組み（タック溶接）
	
	
	別添３

	４
	本溶接
	６０分
	９０分
	別添４

	合　　　計
	３００分
	４５０分
	


３　課題仕様

課題図1,2,3を読んで、工程計画を作成した後、板取り及び材料加工を行い、被覆アーク溶接により課題を製作する。
No.１－工程計画作成・・・別紙「作業工程計画書」の作成
作業終了後、指導員に報告し、別添１「工程計画表」を受け取った後、それを基に採点を行い、間違い数を右下に記入し、確認を受けること。

No.２－材料加工・・・各種道具を用いた材料の加工
作業終了後、指導員に報告し、別添２「部品加工評価基準」を受け取った後、それを基に必要個所の測定・採点を行ない、確認を受けること。
No.３－仮組み（タック溶接）・・・溶接による仮組み（タック溶接）
タック溶接の長さは20mm以内とする。作業終了後、指導員に報告し、別添３「組立評価基準」を受け取った後、それを基に必要個所の測定・採点を行ない、確認を受けること。
No.４－本溶接・・・溶接作業、スパッタ除去等

作業終了後、指導員に報告し、別添４「製品評価基準」を受け取った後、それを基に必要個所の測定・採点を行ない、確認を受けること。
各作業終了の報告後に、指導員より作業終了時刻の記載のある採点資料を受け取る。
全ての作業・採点が終了したら、配布される「訓練課題確認シート」に、別添１～４の採点結果を転記すること。

報告後の採点や確認の時間は作業時間には含まないものとする。

４　課題用材料

	№
	品名
	寸法又は規格
	数量
	備考

	１
	鋼板
	ｔ１９×９０×１２０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	２
	H形鋼
	H６/８　１２５×６０－２６５
	１
	

	３
	鋼板
	ｔ９×６５×９０（ＳＳ４００相当品）
	２
	

	４
	鋼板
	ｔ９×１００×５０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	５
	鋼板
	ｔ９×１７５×６０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	６
	鋼板
	ｔ９×１２５×７０（ＳＳ４００相当品）
	１
	


５　使用機材等一覧

	No.
	品名
	寸法または規格
	数量
	備考

	１
	ガス切断機一式
	C2H4ｶﾞｽ､O2ｶﾞｽ､吹管
	１式
	

	２
	卓上ボール盤
	
	１台
	

	３
	被覆アーク溶接機
	KRA-300　定格出力電流300
	１台
	

	４
	ディスクグラインダー
	GL-125V　使用砥石125×6
	１台
	

	５
	スケール
	300ｍｍ
	人数分
	

	６
	ノギス
	
	人数分
	

	７
	さしがね
	
	人数分
	

	８
	けがき針
	
	人数分
	

	９
	ヤスリ
	平300
	人数分
	

	１０
	ポンチ
	
	人数分
	

	１１
	スコヤ
	
	人数分
	

	１２
	ドリル
	φ６
	若干数
	

	１３
	組やすり
	５本組
	人数分
	

	１４
	弓のこ
	
	人数分
	

	１５
	ハンマー
	
	人数分
	

	１６
	ブラシ
	鋼用
	人数分
	

	１７
	帯のこ盤
	
	1台
	

	１８
	シャーリングマシン
	
	１台
	

	１９
	安全用保護具一式
	----
	人数分
	

	
	
	
	
	


６　注意事項

（１）作業開始前に、課題用材料の数量等が「４　課題用材料」のとおりであることを確認すること。

（２）作業開始後は、原則として、課題用材料の再支給はしない。

（３）使用機材等は「５　使用機材等一覧」で指定したもの以外は使用しないこと。

（４）作業中は、使用機材等の貸し借りはしないこと。

（５）退場する前には、使用機械、作業台等の周辺を整理整頓すること。

（６）その他

イ　機械の台数等の都合で作業待ちが出来た場合は指導員に報告すること。

ロ　補修作業をする場合は、申し出ること。

（７）打ち切り時間を超過した場合は、作業をその時点で打ち切り、採点を行う。
★H20作成、H21修正(1)

